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感動に包まれた学習発表会
校 長 中 村 雅 臣

１０月１４日（土）の学習発表会には、保護者の皆様をはじ
め、多くの地域に方々においでいただき、心より感謝申し上げ
ます。
おかげさまで、子どもたちは努力の成果を力いっぱい発揮す

ることができました。心臓の鼓動が聞こえそうなほどの緊張に
も負けず頑張ることができたのは、地域の皆様、そして保護者
の皆様の声援があったからです。
子どもたちは、この日に向けて練習をとても頑張りました。

子どもたちが作ったテーマ「伝えよう 歌と演技と感動を」を
めざして、登下校時に歩きながら台詞の練習をする子、休み時
間や放課後に遊ぶのを我慢して練習する子、そして家に帰って
からも練習していた子も多かったと聞いています。このように、
自分の力を高めよう、そして観客の皆さんに感動を伝えようと
がんばる姿から、輝く自分をめざす思いや願いが伝わってきま
した。
そして発表会当日、皆様の大きな拍手、たくさんの笑顔、時

に目に涙を浮かべながら見てくださった姿から、頑張って良か
った、力を合わせて良かったと心から感動することができまし
た。子どもたちを温かく見守り、心から応援する観客の前で発
表する経験を通して、思いを受け止めてくれた、思いが伝わっ
たという感動です。子どもたちの自信にあふれた表情に心の成
長を感じ、皆様の温かい御支援をありがたく思いました。
めあてに向かってとことん頑張り、その努力が認められたと

き、子どもは大きな達成感を得ます。やり遂げた自分に自信を
もちます。そんなときに子どもは成長の階段を一気に駆け上が
っていきます。今後も教職員一丸となって、子ども一人一人の
可能性をさらに高めていくよう力を尽くして参ります。御支援
御協力のほどよろしくお願いします。

一本杉
教育目標

◎自ら学ぶ子

◎思いやりのある子

◎体をきたえる子

２日（木） 委員会活動 １７日（金） 漢字テスト
３日（金） 文化の日 ２０日（月） ４年：きな粉づくり
７日（火） 全校朝会（講話） ２１日（火） 全校朝会（表彰）

ピカピカ大作戦 ５年：もちつき会
９日（木） １年：焼きいも会 ２３日（木） 勤労感謝の日

３年：クラブ見学会 ２４日（金） 集金日、就学時健診
６年：食に関する学習 ２６日（日） 廃品回収日

１０日（金） ５年：親子レク ２７日（月） 計算テスト
１３日（月） １・２年：スケート教室 ２８日（火） 全校朝会（講話）

５年：食に関する学習 ４年：食に関する学習
１４日（火） 全校朝会（音楽） ５年：社会科見学
１６日（水） 委員会活動 ３０日（木） クラブ活動

１０月２６日（木）に、学校・家庭・地域での教育について、学校・保護者・地
域の方々で話し合う「地域学校連携協議会」を行いました。その中で、一番の話題
になったのが「子どもたちの遊びから帰る時刻」のことでした。
学校では、『１０月からは午後５時には家にいること』と指導しています。しか

し、この『午後５時には』の受け取り方が子どもによって異なっていることが分か
りました。ある地域の方が、公園で遊んでいた子どもたちに「暗くなってきたから
帰ったら。」と声をかけたところ、「午後５時には帰ればいいんだから。」という返
事が返ってきたとのことでした。また、５時近くまで遊んでいた子が、５時に間に
合うように家に向かって猛スピードで交差点を渡って行き、とても危なかったとい
うお話もありました。そこで、次のような指導をしていくことになりました。
①『午後５時には家にいる』ことを再度確認し、遊んでいる場所から自宅までか
かる時間を考えて、遊んでいる場所から帰る時刻を決めて、行動できるように
していく。

②『午後５時』にとらわれず、暗くなって危険な場合は早めに帰ることができる
ようにしていく。

命を守るためには、「危険回避能力」を育てる必要があるといわれています。学
校と家庭と地域が協力して、たった一つの『命』を大切にし、守っていける子ども
たちに育てていきたいですね。
日に日に寒さが厳しくなってきました。ポケットに手を入れて登下校する子が多

く見られます。転倒した際などにとっさの対応ができませんので、手袋を着用させ
るようにお願いいたします。

１１月７日（火）に、全校奉仕活動「ピ
カピカ大作戦」を行いました。全校児童が
縦割りグループごとに、地域や学校周辺の
ごみ拾いを行う活動です。活動場所は、中
居林公園・八重坂団地・石手洗団地・なか
よし坂・校地内でした。燃やせるごみと燃
やせないごみを分別しながら拾い集めてい
ました。また、たくさんたまっていた落ち
葉も集めました。
今後も学校や地域をきれいにする心を育

んでいくとともに、道路や公園にごみを捨
てない態度を身につけさせる指導を大切にしていきたいと考えています。


